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　【は じめに】

　
“

Twenty　First　CentUry　Science
”
　（以下，　 TFCS

と略記）は ， イギ リス （主 に イ ン グ ラ ン ドを指す）

の 前期中等教育段階 （14〜16歳）を対象に した科

学カ リキ ュ ラム の 1 つ で ある 。 本研究の 目的は，

TFCS の 開発 プロ セ ス に着 目 し， どの よ うな目的

を掲げ，そ の 目的に基づ き どの よ うな学習内容が

選択された の かを明らか にする こ とである。

【TFCS プ ロ ジェ ク トに つ い て】

　 イギ リス の全国的なカ リキ ュ ラム の規準で ある

ナシ ョ ナル ・カ リキ ュ ラ ム を管理 ・策定する資格

カ リキ ュ ラム 機関 （以下，QCA とす る）は，14
〜 16歳対象の ナシ ョ ナル ・カ リキ ュ ラム 科学 （以

下 ，
NC 科学とする）を 21 世紀の歩調に合わせ た

もの に改善する運営グル
ー

プを立 ち上 げた。2001

年，こ の 運営グル
ープの 作業の

一
部 として ，QCA

は 14〜16歳対象の NC 科学 の ため の 新 しい カ リ

キ ュ ラ ム モ デル を開発す る こ とを，
ヨ
ー

ク大学の

科学教育研 究グル
ープに委託 した。こ の新 し い カ

リキ ュ ラム モ デ ル を開発する こ とを目的として 発

足 したの が TFCS プ ロ ジ ェ ク トで ある。

【開発 の 基盤にあるカ リキ ュ ラ ム の 目的 とそれ

に基づ く学習内容の選択】
　TFCS の 開発 の 基盤 となっ た もの に ，イ ギ リス

の 科学教育研究者が中心 となっ て作成 し た報告書
“

Bayond　200び
’

がある。　
“

Bのyond　2000
”

は，21

世紀におけるイ ギ リス の 科学教育の方向性を示 し

た もの である 。

“

Bayond　2000”

では，5 〜16歳ま

で の科学カ リキ ュ ラ ム の 優先的な目的 と して ，科

学的 リテラ シ
ー

の 育成が掲げられ た。

　
“
Bayond2000

”
にお い て生徒の科学的 リテ ラシ

ー
の 育成に 向け た学習内容 と し て，以下 の 2 つ を

学習す る必要 が ある と示 され た。 1 つ は ，生徒に

自然界で起きて い る事象を理解するた めの フ レ
ー

ム ワ
ー

クを与え て くれる，科学的な知識や 自然界

に つ い て の 知識で あ る 「科学が説明で きる物 語

（explanatary 　st（Uies　of 　science ）」 で あ る。 も う 1

っ は，科学的な探究方法や科学技術が社会にどの

よ うに影響 し て い るかにつ い て の 知識である 「科

学に つ い て の考え （ideas−about −science ）」 で ある 。

前者は 17 の 項 目に，後者は 7 つ の 項 目に よ り詳細

に示 され て い た 。

【試行版カ リキュ ラム の 目的と学習内容】

　プ ロ ジ ェ ク トチーム は，
“
Bayond　2000

”
を基に

した新 しい カ リキ ュ ラ ム モ デル を作成し，それに

基づ い た 詳細な試行版カ リキ ュ ラム を試験委員会

の 1 つ で ある OCR （0麺brd
，
　 Cambridge　and

RSA 　Examinations） とともに作成 し た。試行版

カ リキ ュ ラム の主な目的は ，

“Bayond2000
”

と同

様，生徒の科学的リテ ラシ ーを育成する こ とであ

っ た 。

　試行版 カ リキ ュ ラ ム の 学習内容は ，　
“

Begond
2000

”
同様 ， 2 っ か ら構成 され てい る。　 「科学が

説明で きる事実 （Science　Explanations　；以下 SE と

す る）」 と 「科学に つ い て の 考え （ldeas　 about

Science；以下 IaSとする）」で ある 。
　SE は ，

［‘

Bqyond

2000
”

に お け る 「科学 が 説 明 で き る 物 語

　（exp 且anatory 　stories　of 　science ）」 に相当 し，　 IaS

は，　
‘CBayond

　2000
”

の 「科学 に つ い て の 考え

（ideas−about −sci   ce）」 に相当す る。試 行版カ リ

キ ュ ラム の 具体的な学習内容は，SE に つ い て は ，

「病気 に つ い て の 細菌説 」 ，　 「エ ネル ギ
ー

資源 と

利用 」， 厂宇宙の 構造 と進化」な ど 16 の 学習項目

で あ り，IaSにつ い て は ，
「デー

タ と限界」 ，
「リ

ス ク」 ，　 「科学と技術に関す る意思決定」 など6
つ の 学習項 目で ある 。 試行版カ リキ ュ ラム に準拠

した教科書等の 教材 ・教具 を ， Oxford　university
Pressが作成し， 2003年か ら 78 校の 学校でカ リ

キ ュ ラ ム が試行 され た 。
こ の 試行で得 られた，教

師や生 徒か らの フ ィ
ー

ドバ ッ ク を基に
一

部改訂

し，2006 年か ら， TFCS は正式に実施され て い る。

【おわ りに】

　TFCS は ， 開発 の 段 階か ら正 式実施に 至るまで ，
一

貫 して生徒の 科学的リテ ラシ ーの 育成を 目的 と

し， そ の ために学習内容の 新 しい 選択基準を取 り

入れ，学習内容が構成 されて い る。そして ，多様

な能力や興 味関心 をもつ 生徒を対象に した ハ イブ

リッ ド型カ リキ ュ ラ ム となっ て い る。
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